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「北
ほっかいこうでんし

海光電子」（本社・札幌市、武藤正雄
社長）が、水素を精製する際に発生する「重
水素」の核融合により、熱エネルギーを発生
させる画期的な独自装置の開発に成功した。
将来、この技術を応用した水素融合炉発電を
実用化。ベースロード電源としての確立を目指
している。

  

大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

  

か
ら
開
発
に
着
手
　

　

今
年
３
月
、
福
島
県
浪
江
町

に
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
」（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
の
世
界
最
大
級
の
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
造
拠
点
「
福
島
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル

ド
」
が
完
成
す
る
な
ど
、
水
素

は
燃
焼
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

排
出
し
な
い
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

「

」

核
融
合
反
応
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
!

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
装
置
の
開
発
に
成
功

武藤正雄社長

応
用
開
発
社
長
）
と
出
会
う
。

こ
れ
を
機
に
水
野
氏
が
提
唱
す

る
「
新
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
論
」

に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
た
武

藤
社
長
は
、
2
0
1
8
年
か
ら

本
格
的
な
研
究
に
乗
り
出
し
た
。

「
新
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
水

素
を
精
製
す
る
際
に
生
ま
れ
る

水
素
同
位
体
の
重
水
素
や
三
重

水
素
の
核
融
合
反
応
時
に
発
生

す
る
熱
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。
太
陽
が
膨
大
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
原
理
と
同

じ
で
、
小
量
の
水
素
か
ら
膨
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
ら
れ
る
の

が
特
徴
で
す
」
と
武
藤
社
長
は

語
る
。
こ
の
研
究
は
〝
地
上
に

太
陽
を
再
現
す
る
研
究
〟
と
も

言
わ
れ
、
発
電
用
の
水
素
融
合

炉
は
、
世
界
中
の
企
業
や
研
究

機
関
が
実
現
を
模
索
し
て
い
る
。

開発した熱エネルギー発生装置本体。放
射線測定器の数値は自然界と同レベルだ

例
え
ば
1
㌘
の
重
水
素
の
核
融

合
か
ら
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
1
台
分
の

石
油
（
約
８
㌧
）
に
相
当
す
る

と
言
わ
れ
る
。　

 

新
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

 

よ
る
新
た
な
発
電
方
法

　

昨
年
10
月
に
開
発
に
成
功
し

た
核
融
合
に
よ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
生
装
置
の
理
論
は
、
水
野

氏
が
1
9
9
0
年
代
か
ら
研

究
を
進
め
、
２
０
１
７
年
に
凝

縮
物
性
核
化
学
国
際
会
議
で
論

文
を
発
表
。
世
界
的
に
も
現
象

の
確
証
と
再
現
性
が
認
め
ら
れ

　

道
内
に
も
こ
の
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
着
目
す
る
企
業

が
あ
る
。
光
電
子
顕
微
鏡
の

開
発
と
販
売
を
主
事
業
と
し

て
２
０
０
８
年
に
設
立
さ
れ

た
「
北
海
光
電
子
」
だ
。
現

在
は
北
海
道
科
学
大
学
内
に

研
究
施
設
を
構
え
て
い
る
。

　

武
藤
正
雄
社
長
は
、
大
学

や
研
究
施
設
に
販
路
を
拡
大

し
て
い
く
中
で
、
当
時
北
海

道
大
学
工
学
部
だ
っ
た
水
野

忠
彦
氏
（
現
在
は
水
素
技
術



財界さっぽろ  http://www.zaikaisapporo.co.jp19

た
。
し
か
し
核
融
合
反
応
に
は

太
陽
の
よ
う
な
超
高
温
か
つ
高

圧
力
の
状
態
が
必
要
と
さ
れ
、

今
世
紀
中
の
実
用
化
は
困
難
と

さ
れ
て
い
た
。

「
水
野
氏
の
も
と
で
理
論
を
具

現
化
し
、
水
素
核
融
合
に
ナ
ノ

金
属
微
粒
子
を
触
媒
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
で
数
百
度
の
低
温

核
融
合
反
応
に
成
功
し
ま
し
た
」

と
武
藤
社
長
は
開
発
の
経
緯
を

語
る
。

　

新
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
料

置
き
換
え
る
こ
と
を
想
定
し
て

お
り
ま
す
」（
武
藤
社
長
）

　

現
在
、
５
年
以
内
の
実
用
化

に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
実

用
化
の
ア
イ
デ
ア
は
数
多
く
あ

る
と
い
う
が
、
開
発
に
は
資
金

的
な
裏
付
け
も
必
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
同
社
で
は
、
新
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
を
投
資
家

は
水
。
特
に
重
水
素
は
海
水
に

多
く
含
ま
れ
、
資
源
が
乏
し
い

日
本
に
と
っ
て
無
尽
蔵
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
他
に
も
あ
る
。

新
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
水
素
と

酸
素
を
反
応
さ
せ
る
水
素
自
動

車
の
燃
料
電
池
の
よ
う
に
多
量

の
水
素
を
必
要
と
は
し
な
い
こ

と
。
発
電
に
か
か
る
コ
ス
ト
も

極
め
て
少
な
く
て
済
む
。

　

武
藤
社
長
は
「
一
般
の
人
が

核
と
聞
い
て
ま
ず
連
想
す
る
の

は
原
子
力
発
電
だ
と
思
い
ま
す

が
、
核
融
合
と
核
分
裂
は
全
く

の
別
物
で
す
。
核
分
裂
を
利
用

し
た
原
子
力
発
電
で
は
、
濃
縮

ウ
ラ
ン
が
核
分
裂
す
る
際
に
放

射
性
物
質
を
出
し
、
多
量
の
核

廃
棄
物
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
核
融
合
は
Ｃ
Ｏ
２

も
ウ

ラ
ン
由
来
の
放
射
性
物
質
も
発

生
し
ま
せ
ん
。
と
て
も
ク
リ
ー

ン
な
発
電
方
法
で
す
」
と
解
説

す
る
。
こ
の
技
術
が
普
及
す
れ

ば
、
環
境
に
優
し
い
安
全
で
安

定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
が

可
能
に
な
る
。

「
例
え
ば
小
型
の
水
素
融
合
炉

を
家
庭
用
の
暖
房
に
使
用
す
れ

ば
、
燃
料
で
あ
る
水
素
の
補
充

は
僅
か
な
も
の
。
戸
建
住
宅
や

マ
ン
シ
ョ
ン
用
の
発
電
機
へ
の

応
用
も
可
能
で
、
従
来
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
式
発
電
機
と
比
べ
て
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
格
段
に
低

い
」
と
武
藤
社
長
。
実
用
化
す

れ
ば
革
命
的
な
装
置
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

  

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
へ
の

  

導
入
も
視
野
に

　

同
社
で
は
当
面
、
家
庭
用
や

事
業
所
用
暖
房
機
、
地
方
や
離

島
用
発
電
機
な
ど
へ
の
導
入
を

目
指
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は

火
力
や
原
子
力
に
代
わ
る
「
新

た
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
（
一

定
量
の
電
力
を
安
定
的
に
低
コ

ス
ト
で
供
給
で
き
る
電
源
）
に

進
化
さ
せ
た
い
」
と
い
う
の
が

武
藤
社
長
と
水
野
氏
の
構
想
。

「
現
行
の
発
電
所
に
お
い
て
、

蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
新
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
ど
に
幅
広
く
認
知

し
て
も
ら
う
た
め
、

各
地
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

「
30
年
代
ま
で
に
脱

原
発
。
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
火
力
発

電
も
含
め
、
北
海
道

内
の
電
力
を
新
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
た

水素融合熱方式
5ＫＶＡ
1ＫＶＡ
25円/ｈ

重水素（補充少量）
無

方式
出力
入力

ランニングコスト
燃料

二酸化炭素排出

ディーゼル式
5.2ＫＶＡ
25ℓ

260円/ｈ
軽油
有

他社製品 提案機

原子炉
格納容器

加圧器
蒸
気
発
生
器

１
次
冷
却
水

原子炉
容器

１次冷却水
ポンプ

（熱水）

（蒸気）

2次冷却水

原子炉建屋

給水ポンプ
循環水ポンプ

冷却水（海水）

放水口へ

復
水
器

タービンを回し終えた
蒸気を、海水で冷やして
水にし、蒸気発生器に
戻します。

蒸気の力でタービン・
発電機を回し電気を
つくります。

タービン 発電機

熱水の熱を伝え、
高温の蒸気を
つくります

2

3

4

め
に
も
北
海
道
か
ら
世
界
へ
情

報
を
発
信
し
、
研
究
開
発
か
ら

実
用
化
、
製
品
化
へ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
球
環
境
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
に
貢
献

し
、
世
の
中
が
良
く
な
れ
ば
本

望
で
す
」
と
武
藤
社
長
。

　

問
い
合
わ
せ
は
北
海
光
電
子 

info@
hpeem

.com

ま
で
。

■ベースロード電源化のイメージ

原子炉容器に置き換え
て使用

他製品との性能比較シミュレーション。従来式より環境
に優しくコストを抑えることも可能だ


